
茨木市総合事業の概要

茨木市 健康医療部 長寿介護課



茨木市は令和３年１２月から実施
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茨木市将来推計（計画）

１.茨木市の現状と総合事業とは？

参考 茨木市将来推計（茨木市高齢者保健福祉計画 ・ 介護保険事業計画参照）

２０４０年には、
●７５歳以上 ３４，７６１人 → ４３，５２６人（＋８，７６５人）
●８５歳以上 １０，０１７人 → １９，９０４人（＋９，８８７人）
●要介護認定者 １２，０９３人 → １８，７７８人（＋６，６８５人）

H30 Ｒ１ R２

総人口 281,541人 282,705人 283,078人

67,592人 68,143人 68,699人

24.0% 24.1% 24.3%

32,880人 34,026人 34,761人

48.6% 49.9% 50.6%

8,759人 9,238人 10,017人

13.0% 13.6% 14.6%

65歳以上の要支援
（要介護）認定者数

11,507人 11,679人 12,093人

認定率 17.0% 17.1% 17.6%

65歳以上
（％）

75歳以上
（65歳以上のうち％）

85歳以上
（65歳以上のうち％）

R７(2025) R22(2040)

284,085人 271,829人

70,483人 82,248人

24.8% 30.3%

43,467人 43,526人

61.7% 52.9%

12,640人 19,904人

17.9% 24.2%

14,487人 18,778人

20.6% 22.8%



茨木市の人口推移（2015年を100とした場合）

１.茨木市の現状と総合事業とは？

〇要介護リスクが高くなる後期高齢者（ 75歳以上）は、2030年にピークを迎えま
すが、その後さらに上昇

〇生産年齢人口（15 -64歳）は減少を続け、後期高齢者人口とのギャップが大幅
に拡大
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※2015年を100とした場合の2045年までの推計値
出典：国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成30年（2018）３月推計）のデータをもとに作成
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１.茨木市の現状と総合事業とは？

2025・40年に向けて後期高齢者
の人口が増加

生活支援や介護ニーズが増加する
ことが予想される

増加するニーズを支える専門職数の
増加は期待できない

給 付 費 を 削 減
す る た め ？

総合事業の背景



１.茨木市の現状と総合事業とは？

総合事業
介護が必要になる人の重度化を防ぎつつ、

高齢者を支える仕組みづくり

介護
予防

総合事業とは？

2015年

75歳以上１人
に対して
15～74歳は

7.4人

2025年

75歳以上１人
に対して
15～74歳は

4.4人

2045年

75歳以上１人
に対して
15～74歳は

3.6人

日常
生活
支援



茨木市における総合事業

１.茨木市の現状と総合事業とは？

●専門職に限らず、多様な
主体による介護予防・生活
支援サービスの提供

●高齢者の社会参加を進め
ることを通じて、元気な高齢
者の活躍が期待される

茨木市の総合事業は
平成２８年度からスタート
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地域支援事業の全体像

２.茨木市の総合事業

＜H27改正前＞ ＜H27改正後＞



訪問型サービス

２.茨木市の総合事業 介護予防・生活支援サービス



訪問型サービス

２.茨木市の総合事業 介護予防・生活支援サービス

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

利用者数
（人） 3 518 976 1,883 2,523 3,000

事業所数
（か所） 1 1 7 10 10 11

取り組み：訪問型サービスＡの事業所を増やす

・ヘルパー事業所へ説明会を重ね、１か所から現在（R4 .3月）11か所に

・居宅ケアマネ、地域包括支援センター職員への周知の徹底

・毎年、ヘルパー事業所向けに研修を実施し質を担保

（見込み）

介護予防・生活支援サービス

新規４５％



通所型サービス

２.茨木市の総合事業 介護予防・生活支援サービス介護予防・生活支援サービス



通所型サービスＢ（コミュニティデイハウス）

２.茨木市の総合事業 介護予防・生活支援サービス

Ｈ28年時点で実施していた住民主体の街かどデイハウスを、要支援の方も通え
る通所型サービスＢとしてコミュニティデイハウスに移行し体制を整備。

趣味活動、食事、介護予防などを実施する地域の通いの場となっている。

平成28年度は３か所から開始し、令和３年度末には1７ヶ所に。

施設内外での介護予防事業
運動器の機能向上、認知症予防

高齢者の集いの場としての社会参加の促進
孤食、偏食を防ぎ、バランスの取れた食事の提供

介護予防・生活支援サービス



日常の生活の中で取組

む体操や活動などを

リハ職がアドバイス

「はつらつパスポー

ト」に、日常の生活の

中で取組んだ活動を本

人が記入

はつらつパスポートに

記入した内容をもとに、

１週間の生活状況をリ

ハ職がアセスメント

できたことや取組めた

ことは成果を承認。

課題点はこれからの１

週間の生活に反映

Do（実行）

Check（検証）

Action（改善）

２.茨木市の総合事業 介護予防・生活支援サービス

通所型サービスＣ（短期集中リハビリトレーニング）

Plan（計画）

Ｈ28年から実施している「元気！いっぱつ教室」に加え、R３年度から「短期
集中リハビリトレーニング」を３か所で実施。

リハビリ専門職や看護師などの専門職による短期集中的なセルフマネジメント
支援によって、対象者の元の生活を取り戻し、望む暮らしの実現をめざす。
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専門職による面談 体力測定

リハ職によるセルフトレーニングの助言

Ｒ３
新規



一般介護予防事業

２.茨木市の総合事業 一般介護予防事業一般介護予防事業

Ｒ３
新規

Ｒ３
新規



福井・沢池・南茨木多世代交流センターで開催

スポーツクラブに委託

１クール10回（週１回）、年間４クール、事前申込制、無料

それぞれ目標を設定し、運動器の機能向上に取組む

自身で目標設定
(セルフプランニング)

・トレーニングの習慣化

・おしゃれをして外出したい

・階段を登れるように頑張る

・腰痛があるので改善したい

・速く歩けるようになりたい

・自分のことは自分でする

・立ちすわりをスムースに

・山歩きをしたい

・体重を５kg減らす興味・関心チェックシート

体力測定など
運動器の機能向上
自主トレメニューの助言

２.茨木市の総合事業 一般介護予防事業

短期集中運動教室
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リハビリテーション専門職同行訪問事業

２.茨木市の総合事業 一般介護予防事業一般介護予防事業

地域包括支援センターや居宅介護支援事業所ケアマネジャーと、リハビリ専門
職が対象者宅を同行訪問。

リハビリ専門職の視点によるアセスメント支援。

同行訪問の結果、単発でのリハビリ専門職による助言が効果的な方については

訪問指導として２回まで実施。 ( R 3年度は、安威・福井・耳原・沢池・西・大池・中津小学校区で実施 )

包括・居宅への新規相談 同行訪問（アセスメント） 訪問指導

65歳以上（認定なし・事業対象

者・要支援）

かつ、新たに総合事業のサービ

スを利用予定、またはフレイル

等により何らかの支援が必要

と思われる方

・リハ職の視点（ICF)で評価

・改善可能性、または、継続的

支援の必要性

・目標設定（本人の望む暮ら

し・取り戻したい元の生活）

・最適な支援方法を提案

・本人・家族と自立の合意形成

など

リハ職による単発訪問指導

（※リハ職判断で２回まで）

・運動方法や環境に応じたアド

バイス

・はつらつパスポートを活用し

たセルフマネジメント支援
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健康づくりに取り組む
仲間応援講座

（地域の介護予防活動を立ち上げ支援）

介護予防指導者フォローアップ研修
（地域の介護予防活動を技術的支援）

２.茨木市の総合事業 一般介護予防事業

住民主体による介護予防活動の推進

高齢者の社会参加促進のため、「元気！いばらき体操」や「はつらつパスポー
ト～みんなで元気編～」を活用し、住民主体による介護予防活動を推進。

「元気！いばらきマップ」で地域の介護予防活動を見える化。

はつらつサポーターの活動場所
市介護予防教室・介護事業所・いきいき交流広場
福祉委員会活動など（シニアいきいき活動ポイント事業）

住民主体による

介護予防活動

はつらつ出張講座

（地域の介護予防活動を継続支援）

介護予防指導者養成研修

（介護予防の担い手を養成）

はつらつサポーター

（地域の介護予防活動を支援）

コミュニティデイハウス

（介護予防事業の従事者）

Ｒ３
新規
Ｒ３
新規
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日
常
生
活

就労 シルバー人材センター サロン 老人クラブ 地域活動 ボランティア活動
市場サービス 生涯学習 趣味活動 認知症サポーター いばらきオレンジかふぇ

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

セルフマネジメント意識の
醸成

社会参加による介護予防

訪問型サービス
・訪問型従前相当

通所型サービス
・通所型従前相当

地域包括支援センター

ケアマネジャー

本人が真に望む暮らしや改善可能性など

アセスメント力の強化

■介護予防ケアマネジメント

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
推
進

住民主体による介護予防活動を
育成・支援

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
・
Ｂ

改善可能性あり
一
時
的
支
援

継
続
的
支
援
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介護予防の担い手養成

高齢者活動支援センター
シニアプラザいばらき

住民主体による
介護予防活動

はつらつサポーター

コミュニティ
デイハウス

いきいき
交流広場

支援が必要になったとき

リハビリテーション専門職
同行訪問事業

継続的支援が必要

３.総合事業のこれから

茨木市総合事業～自立支援・重度化防止の取り組み～

■地域活動・社会参加の促進 ■住民主体による介護予防の推進 ■身近な居場所の整備

短期集中運動教室

通所型サービスC

元の生活を取り戻し
望む暮らしを継続

シニアいきいき
活動ポイント事業



すべての方が元の生活に必ず戻れるわけでは

ありません。

しかし、その中にはその人らしい、元の生活に

戻ることができる方もいるのではないしょうか？



茨木市の目指す総合事業とは…

本当の意味での「本人が望む暮らし」を聞き取り、

多様なサービスと地域の力で支えていく



令和４年度の取り組み

３.総合事業のこれから

総合事業対象者の弾力化

通所型サービスCの増設：４→５か所（東圏域）

栄養改善に向けた取り組み

・訪問栄養指導（訪問型サービスC）

・栄養改善型配食事業

R3.12月実施済み

リハビリテーション職同行訪問事業の拡充：３→８エリアへ
※東圏域・西圏域・中央圏域で実施



令和４年度の取り組み

３.総合事業のこれから

生活支援体制整備事業の充実

・生活支援コーディネーターの増員：１→３名

・いばらきほっとナビ（地域情報） R3.12月実施済み

地域包括支援センター及び地区保健福祉センターの拡充

・地域包括支援センター：１２→１４か所

・地区保健福祉センター：１→３か所（西・南圏域）



「視聴後アンケート」について

今後のより良い運営に活かすため、「視聴後アンケート」の

回答に、ご協力よろし くお願いします。(〆切 R 4 . 4 . 2 8 )

重要

茨木市 健康医療部 長寿介護課


